
 

  
 
〇新たな伝統の構築へ 
 先週は、「対面式」「生徒会・部活動紹介」そして「科歓迎会」を開催することができました。コロナ禍

で県内の警戒レベルがステージⅡに引き上がった中でしたが、無事に開催できたことは、皆さんの協力

し合う気持ちと工夫の賜物です。 

 

＜対面式＞ 

 急遽、外での開催となりましたが、生徒会執行部や 

応援団リーダーが工夫しながらリハーサルを重ね、ス 

ムーズに行うことができました。突然、マイクが入ら 

なくなるというハプニングもありましたが、地声での 

スピーチに聞き入る生徒たちの姿勢は大変素晴らしく、 

微笑ましかったです。むしろ、これが新たな対面式の 

スタンダードとなっていくことが期待できます。 

 

                           

＜生徒会・部活動紹介＞ 

                           密を避け、より効率良く開催し成功させる 

ために、２月から執行部が意欲的に工夫して活 

動してきました。その際、プロモーションビデ 

オ（PV）の制作を提案したところ、多くの部や 

同好会から賛同を得て提供してもらいました。 

 そのおかげで、予定時間どおりに会を進 

めることができました。PV は視覚的にイメー 

ジしやすく、上級生達がどのように頑張って 

いるかを強烈に印象づけることができたので 

はないでしょうか。１年生からのアンケート結果からも高評価を得られているので、来年度以降も継続 

し工夫を凝らすことで、部紹介に限らず、様々な場面で日頃の頑張りをアピールすることに貢献できる

かも知れません。 

 

＜科歓迎会＞ 

 緊張している１年生に対して、上級生が各科とも工夫 

しながら会を進めていました。驚いたのは、１年生だけ 

が自己紹介するのではなく、上級生が進んで自己紹介や 

芸を披露して盛り上げていたことです。昨年できなかっ 

たうっぷんを晴らすかのように、非常に充実し素晴らし 

い会になったのはないでしょうか。 

 １年生の皆さんも、晴れて黒工生の仲間入りです。各 

行事を成功させるために奔走する上級生の姿は、大変心強く思えたことでしょう。 

 今年度もどこまで行事が行えるか分かりません。それでも、何事にも充実を求めて頑張り、工夫しなが

ら努力していきましょう！ 
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